
　

「
鉄
道
を
存
続
さ

せ
た
い
」
と
の
想
い

は
何
処
で
も
同
じ
で

あ
る
。
20
年
近
く
赤

字
が
続
く
な
か
、
高

齢
で
退
職
す
る
社
長

の
後
釜
を
公
募
し
た

由
利
高
原
鉄
道
に
は
、

全
国
か
ら
52
名
の
申
し
込
み
が
あ

っ
た
。
通
学
の
小
中
高
校
生
が
７

割
を
占
め
、
少
子
化
が
進
み
経
営

環
境
が
厳
し
い
が
、
沿
線
利
用
者

は
熱
意
を
も
っ
た
人
物
に
将
来
を

託
す
と
存
続
を
願
う
▼
同
じ
第
三

セ
ク
タ
ー
で
、
17
年
連
続
の
赤
字

に
苦
し
む
三
陸
鉄
道
は
、
東
日
本

大
震
災
で
甚
大
な
打
撃
を
受
け
た
。

現
在
は
久
慈
〜
陸
中
野
田
駅
間
、

小
本
〜
宮
古
駅
間
で
運
転
再
開
し

て
い
る
が
、
全
線
運
転
再
開
ま
で

２
〜
３
年
要
し
、
復
旧
費
用
は
１

８
０
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。
国
土

交
通
省
は
災
害
復
旧
費
用
の
補
助

率
を
現
行
の
４
分
の
１
か
ら
４
分

の
３
程
度
に
引
き
上
げ
る
と
し
て

い
る
が
、
残
り
４
分
の
１
は
ど
う

す
る
の
か
。
三
陸
鉄
道
に
負
担
能

力
は
な
い
。
岩
手
県
と
沿
線
市
町

村
に
と
っ
て
も
数
十
億
円
の
負
担

は
重
過
ぎ
る
▼
震
災
後
、
全
国
の

鉄
道
会
社
・
鉄
道
フ
ァ
ン
に
三
陸

鉄
道
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
乗
車
券

の
販
売
・
購
入
が
拡
が
っ
て
い
る
。

せ
ん
べ
い
や
開
運
グ
ッ
ズ
、
運
転

士
「
久
慈
り
あ
す
」
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
を
は
じ
め
、
不
通
区
間
の
硬
券

き
っ
ぷ
や
回
数
券
の
購
入
で
、
支

援
と
早
期
復
旧
を
願
っ
て
の
こ
と

だ
。
三
陸
鉄
道
支
援
Ｃ
Ｄ
も
発
売

と
な
っ
た
。
地
方
本
部
も
６
月
10

日
、
集
ま
っ
た
義
援
金
か
ら
三
陸

鉄
道
復
旧
財
源
と
し
て
岩
手
県
に

寄
付
し
て
い
る
▼
沿
岸
地
域
は
三

陸
鉄
道
が
無
け
れ
ば
ま
ち
が
い
な

く
衰
退
し
て
い
た
。
鉄
道
は
「
住

民
の
足
」
「
観
光
路
線
」
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
被
災
地
の
復
興
の

た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
国
の
全
面
的
な

支
援
は
も
と
よ
り
、
接
続
す
る
八

戸
線
・
山
田
線
・
大
船
渡
線
等
の

復
旧
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
全
力
を
あ

げ
て
ほ
し
い
（
力
）
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拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを
                   皆の力で」

「一緒に解消しませんか、
      あなたの疑問。
           加入まってます」

　

２
０
１
０
年
12
月
５
日
東
北
新
幹
線
八
戸
・
新
青
森
間
が
延
伸
開
業
し
、
半
年
が
経
過
し
た
。
多
く
の
青
森
県

民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
新
幹
線
延
伸
開
業
で
は
あ
る
が
、
そ
の
光
の
陰
で
八
戸
・
青
森
間
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
「
青

い
森
鉄
道
」
へ
経
営
移
管
さ
れ
た
。
青
い
森
鉄
道
は
目
時
〜
青
森
間
１
２
１
・
９
Ｋ
ｍ
と
日
本
最
長
の
第
三
セ
ク

タ
ー
と
な
り
、
北
海
道
と
首
都
圏
を
結
ぶ
物
流
の
大
動
脈
の
一
役
も
担
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
輸
送
指
令
間
の
連

携
問
題
等
、
半
年
を
経
過
す
る
中
で
数
多
く
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

地
方
本
部
は
、
青
い
森
鉄
道
の
実
態
を
把
握
し
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
出
向
者
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
７
月
10
日
、
青
森
市
「
は
れ
や
ま
旅
館
」
で
「
青
い
森
鉄
道
出
向
者
交
流
会
」

を
開
催
、
出
向
組
合
員
や
関
係
分
会
代
表
ら
30
人
が
出
席
し
た
。
多
く
の
職
場
実
態
が
報
告
さ
れ
、
実
り
多
き
交

流
会
と
な
っ
た
。

　

　

２
０
０
７
年
８
月
４
日
、
私
は

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
緊

張
感
と
不
安
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
労
本
部
委

員
長
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事

件
」
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
の
「
紛

争
和
解
交
渉
」
を
中
心
と
す
る
難

題
を
前
に
、
大
変
重
い
責
任
の
な

か
に
逡
巡
し
て
い
ま
し
た
。
幸
い

に
も
盛
岡
地
方
本
部
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
励
ま
し
を
受
け
て
、
不
十

分
な
が
ら
も
職
責
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
９
４
７
年
６
月
、
国
鉄
労
働

組
合
結
成
以
来
の
道
の
り
は
本
当

に
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　

国
労
結
成
か
ら
２
年
後
の
１
９

４
９
年
行
政
整
理
・
定
員
法
と
の

闘
い
に
は
じ
ま
り
、
ス
ト
権
奪
還

闘
争
（
１
９
６
０
年
）
と
２
０
２

億
円
損
賠
訴
訟
攻
撃
、
５
万
人
反

合
理
化
闘
争
（
１
９
６
７
年
）
、

国
鉄
再
建
計
画
（
１
９
７
０
年
）

と
の
闘
い
、
そ
し
て
１
９
７
１
年

の
マ
ル
生
攻
撃
と
の
闘
い
、
さ
ら

に
24
年
余
に
わ
た
っ
て
闘
い
続
け

ら
れ
た
「
分
割
民
営
化
」
と
の
闘

い
に
次
ぐ
闘
い
の
歴
史
で
し
た
。

　

こ
の
歴
史
は
、
多
く
の
先
人
・

先
輩
方
の
汗
と
涙
に
ま
み
れ
な
が

ら
も
英
知
と
団
結
に
守
ら
れ
た

日
々
の
闘
い
の
継
続
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
四
半
世
紀

に
も
及
ぶ
長
い
闘
い
と
な
っ
た

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
」
の
終
結
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
自

身
こ
の
歴
史
的
な
瞬
間
、
国
労
運

動
に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
生
涯

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
こ
の
４
年
間
、
盛

岡
地
方
本
部
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
労
に
は
結
成
以
来
63
年
余
に

わ
た
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
運
動

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

「
ら
せ
ん
状
」
的
発
展
、
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
ま
さ
に
言
葉

ど
お
り
に
、
ひ
る
む
こ
と
な
く
、

た
ゆ
ま
ず
闘
い
続
け
て
き
た
歴
史

で
す
。
私
た
ち
は
、
団
結
し
て
闘

い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の

道
が
開
け
る
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　

新
た
な
運
動
の
出
発
点
に
立
っ

た
国
労
が
引
き
続
き
、
「
ら
せ

ん
状
」
的
運
動
の
発
展
と
組
織
の

再
構
築
を
め
ざ
し
て
ご
奮
闘
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任

に
あ
た
っ
て
の
御
礼
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

「
青
い
森
鉄
道
」
は
社
員
数
２

７
６
名
体
制
で
運
営
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
出
向
者
１
５
７
名
（
内
、

１
名
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
。
他
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
）
、
プ
ロ
パ
ー
86
名
、
契
約

社
員
33
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

国
労
組
合
員
の
出
向
者
は
、
駅
関

係
1
2
名
、
設
備
関
係
29
名
の
合

計
41
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

交
流
会
は
、
今
年
１
月
９
日
に

開
催
さ
れ
た
「
青
森
支
部
第
１
回

地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議
」
で

当
該
出
向
組
合
員
か
ら
の
実
態
報

告
と
問
題
提
起
を
受
け
て
計
画
さ

れ
、
当
初
の
３
月
13
日
開
催
予
定

が
「
東
日
本
大
震
災
」
の
発
生
で

７
月
の
開
催
と
な
っ
た
。
７
月
10

日
当
日
も
午
前
に
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
東
北
新
幹
線
が
一
時
運
転

見
合
わ
せ
と
な
り
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
、
幸
い
に
も
定
刻
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

交
流
会
は
、
小
林
副
委
員
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
齋
藤
委
員

長
を
座
長
に
選
出
。
佐
々
木
書
記

長
か
ら
の
開
催
ま
で
の
経
過
、
職

場
実
態
報
告
の
柱
、
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
と
提

起
を
受
け
職
場
実
態
の
報
告
に
入

っ
た
。

　

出
向
組
合
員
が
各
々
の
職
場
実

態
等
を
つ
い
て
、
「
機
械
、
土
木
、

保
線
、
建
築
が
一
緒
の
職
場
。
人

数
が
少
な
く
、
担
務
増
。
プ
ロ
パ

ー
へ
の
技
術
継
承
が
課
題
で
あ
り
、

青
い
森
鉄
道
と
し
て
も
模
索
中
」

「
業
務
用
資
料
が
職
場
に
不
足
し
、

困
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
側
と
違
っ
て

系
統
別
の
指
令
体
制
に
は
あ
ら
ず
、

現
場
・
指
令
間
の
意
思
疎
通
が
う

ま
く
図
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
」

（
設
備
）
、
「
乗
務
員
も
同
室
で

休
憩
す
る
た
め
、
落
ち
着
い
て
休

め
な
い
。
乗
務
員
休
憩
室
の
新
設

を
求
め
た
い
」
「
列
車
ダ
イ
ヤ
が

乱
れ
て
い
る
際
の
指
令
か
ら
の
指

示
・
連
絡
が
遅
く
、
接
続
で
現
場

が
大
変
」
「
車
両
入
換
の
経
験
者

が
少
な
く
、
車
両
故
障
等
の
異
常

時
対
応
が
心
配
。
業
務
用
車
の
配

置
が
な
く
、
八
戸
駅
構
内
最
北
ポ

イ
ン
ト
へ
向
か
う
足
が
な
い
。
ポ

イ
ン
ト
不
転
換
時
の
対
応
に
長
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
」
（
運
輸
）

等
々
と
報
告
さ
れ
、
経
営
基
盤
の

脆
弱
さ
が
職
場
環
境
・
労
働
条
件

に
如
実
に
表
れ
て
い
る
こ
と
や
、

指
令
体
制
や
各
Ｊ
Ｒ
輸
送
指
令
・

「
ぎ
ん
が
指
令
」
と
の
連
携
、
職

場
に
お
け
る
技
術
継
承
に
大
き
な

課
題
が
あ
る
こ
と
が
改
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。
出
さ
れ
た
問
題
等

に
つ
い
て
は
「
青
森
県
新
幹

線
・
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」
と

連
携
し
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み

を
強
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
出
向

者
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
出
向

元
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
会
社
に
対
す
る
取

り
組
み
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

全
体
で
確
認
し
た
。

　

地
方
本
部
は
、
運
輸
職
場
の
改

善
要
求
と
し
て
国
労
盛
地
申
第
13

号
（
７
月
６
日
）
で
「
列
車
遅
延

時
や
異
常
時
の
『
青
い
森
指
令
』

の
情
報
提
供
の
あ
り
方
の
改
善
」

を
盛
岡
支
社
に
求
め
て
い
る
。
指

令
間
の
不
十
分
な
連
携
は
、
利
用

者
の
み
な
ら
ず
、
乗
務
員
・
駅
社

員
へ
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
団
体
交
渉
で
の
議
論
と

な
る
が
、
「
安
全
・
安
定
輸
送
」

の
確
立
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
向
け
、
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

地
方
本
部
は
、
7
月
10
日
青
森

市
の
「
は
れ
や
ま
旅
館
」
で
13
時

15
分
か
ら
「
東
北
新
幹
線
青
森
駅

開
業
・
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策

委
員
会
の
取
り
組
み
を
確
認
す
る

と
と
と
も
に
、
東
北
新
幹
線
が
開

業
し
た
今
日
、
同
対
策
会
議
の
名

称
を
「
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」

に
変
更
し
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
と
青
い
森
鉄

道
の
維
持
・
存
続
に
む
け
、
交
通

基
本
権
の
制
定
も
視
野
に
、
国
労

の
政
策
提
言
実
現
に
む
け
見
直
し

す
る
こ
と
と
し
た
。
対
策
委
員
会

の
構
成
は
、
地
本
、
支
部
、
職
能

別
・
貨
物
協
議
会
代
表
者
で
構
成

し
て
い
る
。

　

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｉ

Ｇ
Ｒ
出
向
者
と
青
い
森
鉄
道
出
向

者
の
交
流
会
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

青い森鉄道
出向者交流会

髙橋伸二委員長
退任あいさつ

貨物協団結キャンプ

＝
出
向
者
の
労
働
条
件
改
善
に
努
力
す
る
＝

半
年
を
経
過
し
多
く
の
改
善
課
題

半
年
を
経
過
し
多
く
の
改
善
課
題

「今年も記念の撮影」

如
実
に
表
れ
る
経
営
基
盤
の
脆
弱

　

盛
岡
貨
物
協
主
催
の
団
結
キ
ャ

ン
プ
が
７
月
23
日
〜
24
日
、
岩
手

県
滝
沢
村
・
相
の
沢
キ
ャ
ン
プ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
・

家
族
・
来
賓
を
合
わ
せ
36
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
は
髙
橋
盛
岡
貨
物
協

議
長
、
来
賓
の
大
越
東
北
貨
物
協

事
務
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
は
い
つ
も
と
趣
向
を
変

え
て
、
そ
ば
打
ち
を
池
内
博
（
盛

岡
貨
物
分
会
）
さ
ん
が
披
露
し
他

に
４
人
の
方
が
そ
ば
を
打

ち
ま
し
た
。
出
来
上
が
り

は
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た

が
、
お
い
し
い
そ
ば
を
頂

き
ま
し
た
。
他
に
は
盛

岡
・
八
戸
・
青
森
の
分
会

が
用
意
し
た
カ
レ
ー
・
焼

き
そ
ば
・
イ
カ
焼
き
・
ホ

タ
テ
・
イ
ワ
ナ
な
ど
を
食

べ
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
語

り
、
組
合
員
・
家
族
が
団

結
を
深
め
合
っ
た
キ
ャ
ン

プ
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
・
盛
岡
貨
物
分
会　

　
　
　
　
　

戸
田　

智
章

36
人
の
参
加
で
今
年
も
交
流

「
そ
ば
打
ち
に
４
人
が
挑
戦
」

I
G
R
・
青
い
森
鉄
道
の
維
持
・
存
続
に
む
け

地
本
「
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」
を
設
置

不
採
用
事
件
の
終
結
、感
慨
深
く

　

携
わ
っ
た
１
人
と
し
て
生
涯
忘
れ
な
い
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＝＝盛岡市議選８月２８日・岩手県議選９月１１日投票＝＝

４候補の当選に向け運動強化を

４
人
か
ら
「
震
災
」
の
報
告

先
の
見
え
な
い
辛
さ
を
痛
感 鎌

田
氏
は
議
席
確
保
な
ら
ず

鈴
木
・
坂
下
氏
が
当
選

　

国
労
の
推
薦
す
る
候
補
者
が
立

候
補
し
た
二
戸
市
・
雫
石
町
・
滝

沢
村
の
議
員
選
挙
が
７
月
31
日
投

開
票
で
実
施
さ
れ
た
。
結
果
は
、

二
戸
市
（
定
数
22
）
の
鈴
木
忠
孝

が
５
８
６
票
（
15
位
）
、
雫
石
町

　

早
く
梅
雨
も
明
け
連
日
30
度
を

超
え
る
気
温
の
中
、
本
来
で
あ
れ

ば
秋
田
地
方
運
協
の
主
催
で
、
田

沢
湖
温
泉
あ
た
り
で
一
泊
の
予
定

で
開
催
す
る
運
協
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
で
し
た
が
、
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
の
関
係
で
、
開
催

す
る
か
否
か
の
話
も
あ
り
一
番
参

集
し
や
す
い
、
盛
岡
の
労
働
福
祉

会
館
で
７
月
13
日
に
日
帰
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
時
か
ら
、
山
本
秋
田
地
方
運

協
議
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
瀬
下

秋
田
地
本
委
員
長
、
齋
藤
盛
岡
地

本
委
員
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、
松

井
東
日
本
書
記
長
か
ら
今
日
の
ま

で
の
情
勢
を
含
め
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　

全
体
会
議
に
入
り
、
最
初
に
４

人 

の
方
々
か
ら
「
震
災
」
に
関

す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
各
自

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
被

害
を
受
け
、
大
変
な
状
況
の
中
、

４
カ
月
が
経
過
し
た
が
、
復
興
へ

の
兆
し
は
中
々
見
え
て
こ
な
い
状

況
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
討
議
で
は
、
10
人
以
上
の
発
言

が
あ
り
、
震
災
時
の
通
信
手
段
の

問
題
、
運
転
士
・
車
掌
の
持
っ
て

い
る
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
見

直
し
、
福
島
県
内
の
放
射
線
の
問

題
等
、
参
加
者
か
ら
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
支
社
・

職
場
に
よ
り
、
お
客
様
や
社
員
へ

の
応
対
の
違
い
が
あ
り
会
議
に
参

加
し
た
者
に
と
っ
て
、
他
職
場
の

問
題
点
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
後
の
仕
事
に
生
か
せ
る
よ

う
考
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
地
震
や
津
波
に
よ
り
、

家
族
は
大
丈
夫
だ
が
親
戚
は
ま
だ

行
方
不
明
の
方
な
ど
多
数
お
り
、

ま
だ
ま
だ
心
を
痛
め
て
い
る
仲
間

が
沢
山
お
り
、
４
カ
月
た
っ
て
も

震
災
の
影
響
は
、
被
災
者
に
大
き

く
の
し
か
か
り
、
先
の
見
え
な
い

辛
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
交
流
会
に
増
し

て
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
、
日

頃
思
っ
て
い
る
不
満
・
要
望
が
噴

出
し
、
ど
こ
の
職
場
で
も
同
じ
よ

う
な
問
題
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
と
思

い
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
回
の
、
交
流
会
は
震
災
が

主
な
問
題
点
に
な
り
ま
し
た
が
、

新
人
事
・
賃
金
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
を
抱
え
る
中
、
来
年
の
仙
台

開
催
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

盛
岡
駅
連
合
分
会　

小
笠
原
勝
豊

　

森
支
部

▽
９
月
６
〜
７
日
（
埼
玉
）

　

第
24
回
東
日
本
本
部
定
期
大
会

▽
９
月
11
〜
12
日
（
盛
岡
）

　

第
５
回
組
織
拡
大
対
策
会
議

（
定
数
20
）
の
坂
下
栄
一
氏
が
４

３
５
票
（
14
位
）
を
獲
得
し
８
度

目
、
４
度
目
の
当
選
。
滝
沢
村
の

鎌
田
忍
氏
は
８
２
９
票
を
獲
得
し

た
が
次
点
で
５
度
目
の
議
席
の
確

保
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

第
80
回
定
期
全
国
大
会
が
７
月

28
、
29
日
の
２
日
間
、
静
岡
県
伊

東
市
の
ホ
テ
ル
聚
楽
で
開
催
さ
れ

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
冒
頭
、
東
日
本
大
震

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
２
人
の
組
合

員
へ
の
黙
と
う
で
始
ま

り
、
代
議
員
定
数
65
人

中
64
人
の
参
加
を
確
認

し
大
会
が
成
立
。
大
会

議
長
に
東
京
地
本
の
松

川
代
議
員
、
副
議
長
に

同
地
本
の
矢
部
代
議
員

を
選
出
し
始
ま
り
ま
し

た
。

　

髙
橋
委
員
長
挨
拶
で

は
、
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
各
級
機
関
・
組

合
員
の
対
応
へ
の
御
礼

と
原
発
事
故
に
対
す
る

反
省
と
教
訓
を
糧
に
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

大
転
換
さ
せ
る
運
動
に
取
り
組
む

こ
と
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
お
け

る
終
結
へ
の
決
断
ま
で
の
経
緯
が

話
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
、
経
過
報

告
、
運
動
方
針
（
案
）
等
の
提
案

を
受
け
、
討
論
に
入
り
、
経
過
報

告
で
５
人
、
運
動
方
針
で
28
人
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
経
過
質
疑

の
中
で
、
盛
岡
支
部
執
行
委
員
長

の
佐
々
木
代
議
員
が
、
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
被
災
地
の
現
状
と

支
援
を
受
け
た
こ
と
に
対
す
る
御

礼
、
今
後
の
復
興
に
お
け
る
問
題

点
等
を
発
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
方
針
で
は
、
青
森

支
部
執
行
副
委
員
長
の
阿
保
代
議

員
が
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
終
結

は
、
闘
争
団
の
皆
さ
ん
が
苦
渋
の

決
断
を
し
た
も
の
で
あ
り
そ
れ
は

尊
重
し
た
い
。
闘
争
団
は
な
く
な

る
が
、
一
消
費
者
と
し
て
帯
広
、

音
威
子
府
事
業
体
と
の
関
係
は
、

継
続
し
て
い
く
」
等
と
の
発
言
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
代
議
員
の
発
言
を
受
け
、

濱
中
本
部
書
記
長
か
ら
集
約
答
弁

が
あ
り
、
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
、

24
年
と
い
う
長
い
月
日
を
費
や
し

た
闘
い
で
あ
り
色
々
な
面
で
の
総

括
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
今
大

会
で
終
結
を
決
定
し
た
い
。
組
織

拡
大
・
強
化
は
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
」
等
の
答
弁
を
確
認
し
、
運

動
方
針
（
案
）
を
拍
手
で
承
認
。

そ
の
他
の
議
案
も
、
拍
手
で
承
認
、

ス
ト
権
投
票
は
代
議
員
の
満
場
一

致
で
承
認
。
役
員
改
選
で
は
、
髙

橋
委
員
長
と
濱
中
書
記
長
が
退
任

し
、
新
委
員
長
に
は
、
東
京
地
本

の
石
上
浩
一
氏
、
書
記
長
に
九
州

地
本
の
真
子
俊
久
氏
を
選
出
し
、

最
後
に
、
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
盛
岡
地
本

と
し
て
組
織
拡
大
の
報
告
は
、
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
来
年
の
大
会

で
は
組
織
拡
大
の
報
告
が
で
き
る

よ
う
頑
張
る
こ
と
を
誓
い
、
大
会

の
報
告
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

〈
全
国
大
会
代
議
員
〉

　

盛
岡
施
設
分
会　

荒
矢　

美
登

大
震
災
、不
採
用
問
題

　

盛
岡
の
代
議
員
も
発
言

発言する阿保議員（青森運輸区分会）

〈岩手労働福祉会館での交流会〉

鈴木忠幸氏

坂下栄一氏

　

震
災
で
延
期
さ
れ
て
い
た
春
の
統
一
自
自
治
体
選
挙
の
盛
岡
市
議
会

議
員
選
挙
が
８
月
21
日
告
示
、
同
月
28
日
投
開
票
、
岩
手
県
議
会
議
員

選
挙
が
９
月
２
日
告
示
、
同
月
11
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
る
。

　

盛
岡
市
議
選
挙
（
定
数
36
）
に
は
、
国
労
の
推
薦
す
る
細
川
光
正
氏

が
４
度
目
の
議
席
獲
得
に
向
け
て
立
候
補
予
定
。
岩
手
県
議
議
挙
に
は
、

組
織
内
候
補
の
木
村
幸
弘
氏
が
花
巻
選
挙
区
（
定
数
４
）
、
久
保
孝
喜

氏
が
北
上
選
挙
区
（
定
数
４
）
の
両
氏
が
２
度
目
の
議
席
確
保
を
め
ざ

し
、
盛
岡
選
挙
区
（
定
数
10
）
に
は
推
薦
候
補
の
刈
屋
秀
俊
氏
が
新
人

で
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
。
４
候
補
の
当
選
に
向
け
各
地
域
で
支
援

す
る
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
こ
う
。
４
氏
と
も
社
会

民
主
党
公
認
。

木　

村　

幸　

弘

（
51
歳
）

県
議
選
挙
・
花
巻
（
組
織
内
）

社
民
党
公
認
・
現
・
①

☎ 0198－24－3445

久　

保　

孝　

喜

（
57
歳
）

県
議
選
挙
・
北
上
（
組
織
内
）

社
民
党
公
認
・
現
・
①

☎ 0197－64－5050

刈　

屋　

秀　

俊

（
57
歳
）

県
議
選
挙
・
盛
岡
（
推
薦
）

社
民
党
公
認
・
新

☎ 019－635－8818

細　

川　

光　

正

（
６２
歳
）

市
議
選
挙
・
盛
岡
（
推
薦
）

社
民
党
公
認
・
現
③

☎ 019－647－6680

第8０回定期全国大会

運輸協議会東北
ブロック交流会

　

互
助
会
の
「
期
末
手
当
付
加

給
付
制
度
」
は
、
病
気
等
の
欠

勤
で
期
末
手
当
に
期
間
率
が
適

用
と
な
っ
て
減
額
さ
れ
た
組
合

員
の
生
活
保
障
を
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

2
0
0
2
年
の
制
度
発
足
以

来
、
現
在
2
9
1
名
の
方
が
加

入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
ま
で
病
気
休
業

等
で
75
名
の
組
合
員
の
方
が
手

当
か
ら
減
額
さ
れ
、
こ
の
制
度

か
ら
は
約
7
6
0
万
円
の
給
付

金
を
お
支
払
い
し
、
組
合
員
・

家
族
へ
の
生
活
保
障
の
手
助
け

の
一
躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
た

か
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
も
う

一
度
身
の
回
り
を
考
え
、
今
制

度
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
と
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
2
0
1
1

年
10
月
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
2
0
1
1
年
10
月
か

ら
徴
収
し
、
給
付
発
生
は
、
来

年
の
夏
季
手
当
減
額
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
加
入
時
期
は
、

毎
年
4
月
と
10
月
を
加
入
・
増

口
月
間
と
し
ま
す
。

『
掛
金
』

月
額
１
口　

2
0
0
円

互
助
会
加
入
口
数
を
限
度
と
す

る
。

『
給
付
金
』

期
間
率
1
日
に
つ
き
、
1
口

1
、
0
0
0
円
給
付
。

《
互
助
会
加
入
が
条
件
》

＝
9
月
15
日
迄
に
手
続
き
を
＝

◎
「
期
末
手
当
付
加
給
付
」
の

加
入
資
格
は
、
現
行
互
助
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
な

り
ま
す
の
で
、
互
助
会
未
加
入

者
で
「
期
末
手
当
付
加
給
付
制

度
」
の
加
入
を
希
望
の
方
は
互

助
会
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

「
互
助
会
」
及
び
「
末
期
手

当
付
加
給
付
制
度
」
の
加
入
手

続
き
は
、
9
月
15
日
ま
で
分
会

担
当
者
ま
た
は
、
互
助
会
事
務

局
へ
直
接
電
話
で
加
入
の
申
込

み
を
し
て
下
さ
い
。　

〈掛金徴収〉
　・2011年10月から
〈給付発生〉
　・2012年夏季手当減額分から
〈期間率調査期間〉
　・2011年10月１日～
　　　　　　2012年３月31日
〈問い合わせ先〉地本互助会
　TEL（JR）033－2276
　TEL（NTT）019－652－4841

10月期加入・増口案内
期末手当付加給付制度

地本互助会だより

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

　

地
方
本
部
執
行
・
闘
争
委
員
会

▽
８
月
28
日

　

エ
ル
ダ
―
組
合
員
交
流
会
・
盛

　

岡
支
部

　

エ
ル
ダ
―
組
合
員
交
流
会
・
青

▽
８
月
10
〜
11
日
（
盛
岡
）

　

地
方
本
部
決
算
監
査

▽
８
月
24
日
（
盛
岡
）


